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認
定
試
験
の
様
子

渋
川
講
師
に
よ
る
研
修

食
味
試
験
の
実
習

食
味
試
験
の
準
備

で
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
知
識
を
学
ん
で
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
米
・

ご
飯
に
関
す
る
科
学
的

知
識
を
集
約
し
た
参
考

書
と
な
る
よ
う
編
集
・

改
訂
を
重
ね
て
い
ま

す
。

●
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ

（
講
義
と
実
習
）

　

テ
キ
ス
ト
は
、
ご

飯
の
主
原
料
で
あ
る

お
米
に
関
す
る
様
々

な
知
識
、
炊
飯
の
科

学
や
炊
飯
の
技
術
・

ご
飯
の
栄
養
や
、
ご

飯
の
衛
生
管
理
と
ご

飯
と
し
て
食
す
る
ま

で
を
網
羅
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
美
味
し

い
ご
飯
を
評
価
す
る

た
め
の
正
し
い
官
能

検
査
の
や
り
方
を
、

食
味
官
能
試
験
の
実

習
を
通
じ
、
学
ん
で

頂
き
ま
す
。
認
定
試

験
の
た
び
に
行
っ
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
参
考
に
し
な
が
ら

テ
キ
ス
ト
、
実
習
内

容
等
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
ご

自
分
の
専
門
分
野
に

お
い
て
は
基
礎
知

識
の
確
認
を
し
て
頂

き
、
専
門
外
の
分
野

ま
し
た
が
、
米
か
ら
ご

飯
と
し
て
食
す
る
ま
で

一
貫
し
て
勉
強
す
る
場

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

協
会
会
員
だ
け
で
な
く

一
般
の
方
々
も
対
象
と

し
た
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
認
定
試
験
」
を
平
成

19
年
に
開
始
し
ま
し

た
。
認
定
試
験
の
応
募

受
付
け
受
講
料
納
付
の

確
認
後
テ
キ
ス
ト
を
送

付
し
、
予
め
テ
キ
ス
ト

を
も
と
に
自
習
を
お
願

い
し
、
受
講
受
験
に
臨

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

●
炊
飯
協
会
の
設
立

　

米
飯
加
工
の
大
型
機

械
が
開
発
さ
れ
、
ご
飯

だ
け
で
な
く
お
に
ぎ

り
、
い
な
り
、
巻
き
寿

司
な
ど
の
注
文
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
製
造
か

ら
食
べ
る
ま
で
の
時
間

が
長
く
な
る
た
め
、
衛

生
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

は
必
須
の
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
中
小
企
業
で

は
人
材
も
お
ら
ず
、
こ

の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
を
大
き
な
目
的
と
し

て
炊
飯
協
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
消
費
期
限
の

短
い
製
品
の
衛
生
管
理

に
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手

法
を
取
り
入
れ
る
し
か

な
い
と
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
勉
強
会
を
開

き
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定

を
開
始
し
ま
し
た
。

●
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定

　

一
方
、
ご
飯
を
美
味

し
く
安
定
的
に
炊
く
こ

と
も
課
題
で
あ
り
、「
炊

飯
を
科
学
す
る
」
と
の

勉
強
会
を
数
回
開
催
し

後
、
事
業
所
の
食
堂
や

大
学
の
学
食
、
ス
ー
パ

ー
や
デ
パ
ー
ト
に
も
提

供
が
拡
が
り
ま
し
た
。

特
に
卓
上
型
の
米
飯
加

工
器
（
お
に
ぎ
り
、
の

り
巻
き
等
）
が
開
発
さ

れ
、
加
工
能
力
が
数
倍

伸
び
、
炊
飯
デ
リ
バ
リ

ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
飛
躍

的
に
伸
び
ま
し
た
。

●
炊
飯
ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生

　

学
校
給
食
の
主
食
は

パ
ン
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
51
年
（
１
９
７
６

年
）
に
ご
飯
も
加
わ
り

ま
し
た
。
ご
飯
は
炊
飯

工
場
で
炊
い
て
、
各
ク

ラ
ス
の
人
数
に
合
わ

せ
、
10
㎏
前
後
を
保
温

容
器
に
入
れ
デ
リ
バ
リ

ー
し
ま
し
た
。
そ
の
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「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」

第
15
回「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」に
つ
い
て
ご
報
告

®

第１課程 「お米についてもっと知ろう」
　１章　米の一生
　２章　米の品種特性と品種改良　
　３章　米の品位区分と品質管理
　４章　精米技術
　５章　米に関する制度の概要

第２課程　「ごはん・炊飯に関する知識」
　１章　炊飯の科学
　２章　炊飯の実際
　３章　米飯加工品の実際
　４章　ごはんの栄養
　５章　ごはんと健康
　６章　炊飯製品の衛生管理
　７章　炊飯製品の表示　

第３課程　ごはんの食味評価に関する知識　　　　
　１章　官能検査の基礎知識
　２章　ごはんの食味評価法　　
　３章　おいしいごはんへの道　　
　４章　おいしい米の見分けるために

第４課程　「食味試験の実習」

講師　貝沼やす子氏　　静岡県立大学　名誉教授
　　　高橋　　勇氏　　 一般財団法人日本穀物検定協会　関東支部業務部長
　　　渋川　尚武氏　　公益社団法人日本炊飯協会　理事・HACCP 審査委員長
　　　小田　宗宏氏　　元　日本大学生物資源科学部　教授
　　　野田　和視氏　　公益社団法人日本炊飯協会　HACCP 審査委員
　　　木村　藤行氏　　明治ライスデリカ（株）　取締役　生産部長
　　　樅木　浩介氏　　JA 熊本グループ部長（元熊本パールライス（株）精米工場長）
　　　佐藤　　孝氏　　（株）加工用米取引センター　代表取締役社長

ごはんソムリエ　研修内容 ●第 16 回実施予定のお知らせ●
2020 年
10 月 22 日（木）9：00 ～ 18：00
10 月 23 日（金）9：00 ～ 16：30
の 2 日間を予定
会場：飯田橋レインボービル（家の光会館）

　
令
和
元
年
10
月
23
日
、
24
日
に
飯
田
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
第
15
回
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
を
行
い
ま

し
た
。
米
か
ら
ご
飯
と
し
て
食
す
る
ま
で
の
事
象
を
科
学
的
な
視
点
か
ら
捉
え
た
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、
２
日
間
に
わ

た
り
講
習
と
食
味
官
能
検
査
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
２
日
目
に
行
う
試
験
で
、
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
方
を
「
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
15
回
目
の
節
目
に
あ
た
っ
て
、
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
を
始
め
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
「
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
是
非
資
格
取
得
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
次
回
第
16
回
は
、
２
０
２
０
年
10
月
22
日

（
木
）
23
日
（
金
）
に
実
施
予
定
で
す
。
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お
米
の
品
種
開
発
（
多
収
穫
米
）

農
研
機
構

　
　（
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
　
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
）

松任市農業協同組合
〒924-0024　石川県白山市北安田町51-1
TEL：076-274-5555　FAX：076-274-4611
E-mail:syokuhin@mattois-ja.jp
http://www.mattois-ja.jp/

JA松任
安心・安全なJA米

無菌包装米飯製造

千代ちゃんのおかゆ あずきちゃんの赤飯松ちゃんごはん

白山の伏流水で炊きあげた、やさしいおいしさ。

松ちゃん 千代ちゃん あずきちゃん

農
研
機
構

　

国
立
研
究
開
発
法
人
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
（
農
研
機
構
）

は
、
我
が
国
の
農
業
と
食

品
産
業
の
発
展
の
た
め
に

研
究
を
行
っ
て
い
る
国
の

研
究
機
関
で
す
。
全
国
各

地
に
研
究
拠
点
が
有
り
、

お
米
の
品
種
に
関
し
て
は
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の

全
国
６
个
所
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
適
し
た
品
種

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

ニ
ー
ズ
（
ブ
ラ
ン
ド
）

　

近
年
、
全
国
で
は
多
く

の
ブ
ラ
ン
ド
米
品
種
が
誕

生
し
、
競
争
が
激
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

「
つ
や
姫
」
や
「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
な
ど
「
新
潟
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
以
上
の
高
価
格

で
販
売
さ
れ
る
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
も
出
来
、
お
い
し

い
お
米
の
選
択
の
幅
は
広

が
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
本
国
内
で
消
費

さ
れ
る
お
米
全
体
の
消
費

量
の
減
少
は
続
い
て
い
ま

す
。

ニ
ー
ズ
（
業
務
用
）

　

一
方
、
中
食
と
外
食
に

使
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
業

務
用
の
お
米
の
割
合
は
急

激
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
１
９
８
５
年
に
は
全

体
の
15
％
ほ
ど
で
し
た
が
、

２
０
１
６
年
に
は
30
％
を

超
え
、
２
０
３
５
年
に
は

40
％
に
達
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
中
食
・

外
食
用
の
お
米
が
さ
ら
に

重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
に
、
業
務
用
の
お
米

は
家
庭
用
の
お
米
よ
り
低

価
格
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
が
、
業
務
用
米
専

用
の
品
種
や
銘
柄
は
少
な

く
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
な
ど
家
庭
用

と
同
じ
品
種
の
お
米
が
業

務
用
と
し
て
多
く
使
わ
れ

図１ 水稲品種開発を行っている農研機構の研究機関

表１　農研機構が育成した主な業務用米向き多収品種

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

農
研
機
構
の
対
応
　

　

農
研
機
構
は
、
国
の
農

業
試
験
場
と
し
て
、
収
量

が
多
い
米
の
研
究
を
行
っ

て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
近
年
は
、
そ
の
研

究
成
果
を
活
か
し
、
中
食
・

外
食
業
界
か
ら
の
要
望
に

応
え
た
、
業
務
用
米
向
き

品
種
の
開
発
に
特
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
近
年
農

研
機
構
が
開
発
し
た
主
な

業
務
用
米
品
種
を
表
１
に

ま
と
め
ま
し
た
。
ど
の
品

種
も
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ

ン
ド
品
種
よ
り
収
量
が
多

く
、
栽
培
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
問
題
に
な
っ
て
い

る
夏
の
高
温
に
強
い

品
種
も
開
発
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
品
種
以
外
に

も
、
様
々
な
用
途
に

向
く
品
種
の
開
発
も

行
っ
て
お
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
業
務
用
・
加
工
用

に
向
く
お
米
の
品
種
」（
図

２
）
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
農

研
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
広
報

　

刊
行
物
の
ご
紹
介　

品

種
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

米
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

業
務
用
米
に
必
要
な
条

件
を
満
た
す
た
め
に
は
、

品
種
の
力
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
よ
う
に
栽
培
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
農
研
機
構
で
は

業
務
用
米
品
種
の
多
収
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、「
雪
ご
ぜ
ん
」「
あ

き
だ
わ
ら
」「
つ
き
あ
か
り
」

「
と
よ
め
き
」「
や
ま
だ
わ

ら
」
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
図
３
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
広

報　

刊
行
物
の
ご
紹
介

技
術
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

１
：
水
田
作
」）
で
公
開
中

で
す
。

　

農
研
機
構
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
お
米
に
関
わ
る
皆

様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
品
種

開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。図２　パンフレット（業務用・加工用に向くお米の品種）図３　業務用米品種の栽培マニュアル

　
温
暖
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、「
高
温
に
強
い
米
」、
業
務
用
で
は
、
安
定
し
た
品
質
と
値
ご
ろ
感

が
重
視
さ
れ
「
多
収
穫
で
良
食
味
の
米
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
減
反
政
策
下
で
は
、
減
反
面
積
は
地
域
の
平
均

収
量
で
決
ま
る
た
め
、
多
収
穫
米
の
開
発
は
実
質
的
に
ご
法
度
と
い
え
る
状
況
で
し
た
。
米
の
育
種
は
少
な
く
と
も

10
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
開
発
者
が
先
を
見
据
え
、
多
収
穫
米
の
育
種
に
取
組
み
続
け
て
い
た
お
陰
で
現

在
多
収
穫
米
の
検
討
が
行
え
て
い
ま
す
。
農
研
機
構
の
清
水
博
之
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
農
研
機
構
の

取
組
に
つ
い
て
」
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
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日
本
の
お
米
を
取
り
ま
く
現
状

財
務
省
財
政
等
審
議
会
の

歳
出
改
革
部
会
（
稲
作
農

政
に
つ
い
て
）

　

稲
作
農
家
は
、
農
家
全

体
の
人
口
の
６
割
を
占
め

て
い
る
が
産
出
額
は
２
割

に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
大
規
模
化
に
つ
い
て

は
、
他
の
品
目
は
ほ
ぼ
８

割
が
達
成
し
て
い
る
が
、

稲
作
は
半
分
の
４
割
程
度

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業

関
連
の
補
助
金
は
全
体
で

１
兆
７
千
億
円
で
す
が
、

そ
の
半
分
程
度
は
稲
作
関

連
に
投
入
さ
れ
て
お
り
、

農
業
の
中
で
も
稲
作
は
特

別
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
多
額
の
補
助
金

が
投
入
さ
れ
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
生
産
性
の
向
上

は
遅
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
米
価
は
３
年
連
続

で
上
昇
し
、
米
消
費
量
は
、

高
齢
化
・
人
口
減
の
ト
レ

ン
ド
以
上
に
３
年
連
続
で

減
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
政
の
全
体

像
の
討
議
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
事
と
の
意
見
が
審

議
会
で
出
て
い
ま
す
。

稲
作
農
政
（
稲
作
と
そ
れ

以
外
の
品
目
と
の
比
較
）

農
業
の
人
口

　

複
数
の
品
目
を
扱
う
ケ

ー
ス
が
多
く
、
ま
た
農
業

以
外
と
の
兼
業
も
多
く
、

品
目
別
の
統
計
値
は
厳
密

に
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、
お

お
よ
そ
の
デ
ー
タ
と
し
て

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
就
業
人
口
は
Ｈ
27

年
で
２
１
０
万
人
（
稲
作

に
６
割
以
上
が
従

事
）、
25
年
で
半
分
以

上
減
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
農
家
は

１
３
３
万
戸
（
経
営

耕
地
面
積
30
ａ
以
上

ま
た
は
農
産
物
販
売

50
万
円
／
年
）
そ
の

う
ち
、
主
業
農
家
は

29
万
戸
（
農
業
所
得

の
50
％
以
上
が
農
業

所
得
で
年
60
日
以
上

65
歳
未
満
が
い
る
）

　

主
・
副
業
別
の
シ

ェ
ア
ー
と
所
得
構
造

（
米
と
そ
れ
以
外
の

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

品
目
の
販
売
農
家
）
を
見

て
み
る
と
、
米
以
外
の
品

目
の
経
営
体
は
、
ほ
と
ん

ど
主
業
の
割
合
が
８
割
に

達
し
て
い
る
が
、
お
米
は

４
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

経
営
規
模
拡
大
が
米
だ
け

が
遅
れ
て
い
ま
す
。

主
業
農
家
の
所
得
の

大
半
（
約
８
割
）
は
農
業

所
得
だ
が
、
そ
れ
以
外
の

農
家
の
所
得
は
ほ
と
ん
ど

（
約
９
割
）
を
農
業
以
外
の

所
得
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

主
食
用
米
の
需
給
と
価

格
の
動
向

米
価
維
持
効
果
が
あ
る

施
策
が
と
ら
れ
、
３
年
連

続
で
供
給
が
需
要
を
下
回

り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

米
価
は
３
年
連
続
の
上
昇

と
な
り
４
年
目
に
入
り
や

っ
と
横
ば
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
米
消
費
量
は
、

高
齢
化
、
人
口
減
の
ト
レ

ン
ド
の
上
に
売
価
高
騰
を

受
け
、
さ
ら
に
消
費
減
が

進
み
ま
し
た
。

作
物
別
農
業
生
産
の
構
造

（
産
出
額
、
農
家
数
、
予
算
）

農
業
総
産
出
額
は
、
Ｈ

29
年
で
９・３
兆
円（
米
１・

７
兆
円
、野
菜
２・５
兆
円
、

果
樹
０・８
兆
円
、畜
産
３・

３
兆
円
、
そ
の
他
１
兆
円
）

で
米
の
割
合
は
１
８
％
、

総
産
出
額
は
Ｈ
６
年
11
・

３
兆
円
か
ら
18
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

農
業
関
係
予
算
は
、
Ｈ

30
年
で
１・
７
兆
円
（
米

は
約
８
千
億
円
（
半
分
程

度
））
で
、
毎
年
ほ
ぼ
横
ば

い
で
す
。

営
農
類
型
別
の
時
間
当

た
り
の
所
得
と
そ
の
う
ち

の
補
助
金
額
（
括
弧
内
）　

　

水
田
作
（
米
・
麦
・
大
豆
）

８
８
１
（
６
１
３
）、
路
地

野
菜
作
８
７
７
（
99
）、
果

樹
作
８
４
８
（
51
）、
畜
産

３
，
０
０
７
（
２
７
９
）

　

時
間
あ
た
り
所
得
は
、

水
田
・
露
地
野
菜
・
果
樹

作
は
ほ
ぼ
横
並
び
だ
が
、

水
田
作
は
保
護
が
手
厚
い
。

　

水
田
作
の
多
く
は
米
で
、

米
の
保
護
の
手
厚
さ
が
現

れ
て
い
ま
す
。

水
田
利
用
状
況
を
見
る

と
、
主
食
用
米
が
過
剰
に

市
場
に
出
回
ら
な
い
よ
う

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
」
に
よ
り
飼
料
用
米

等
へ
の
作
付
け
誘
導
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。（
米
価
維

持
効
果
）

農
業
総
生
産
額
及
び
生
産

農
業
所
得
の
推
移

　

Ｈ
６
年
か
ら
Ｈ
26
年
ま

で
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、

生
産
額
も
所
得
と
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成

27
年
か
ら
の
直
近
３
年

は
、
連
続
で
米
価
が
上
昇

し
こ
と
も
あ
り
生
産
額

は
９
千
億
円
増
え
ま
し

た
。
農
業
所
得
も
同
様
に

９
千
億
円
伸
び
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
稲
作
の
体
質
強

化
を
図
る
と
し
て
、
Ｈ
25

年
に
安
倍
首
相
か
ら
10
年

29.113.78.89.67.34.38.0

0.4

5.42.2138.6

その他（不作付地を含む）野菜等大豆麦飼料作物WCS用稲飼料用米米粉用米・加工用米 新市場開拓用米備蓄米主食用米

水田（227.3 万 ha）の利用状況（平成30年）
（万 ha） 水田活用の直接支払交付金の対象

後
に
は
生
産
コ
ス
ト
４
割

削
減
と
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
生
産
コ

ス
ト
削
減
は
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

単
に
大
規
模
化
だ
け
は
、

コ
ス
ト
削
減
は
頭
打
ち
に

き
て
お
り
、
分
散
し
て
い

る
農
地
の
集
約
化
が
必
要

と
、
主
計
官
が
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
全
て
、
２
０
１
９

年
10
月
17
日
の
歳
出
改

革
部
会
及
び
２
０
１
８
年

10
月
16
日
の
財
政
制
度
分

科
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料

（
農
水
省
デ
ー
タ
資
料
に
財

務
省
で
解
説
を
加
え
た
）

で
、
紙
面
の
関
係
上
デ
ー

タ
の
一
部
抜
粋
、
資
料
の

出
典
・
コ
メ
ン
ト
等
は
省

略
し
て
い
ま
す
。

9000億円増加（平成26年～29年）

9000億円増加（平成26年～29年）

その他

その他　0.1g
鶏　　　0.9g
豚　　　0.6g
乳用牛　0.9g
肉用牛　0.7g

畜産

果実

野菜

米

平成
29年
9.3

1.0

3.3

0.8

2.5

1.7

3.8

平成
28年
9.2

1.0

3.2

0.8

2.6

1.7

3.8

平成
27年
8.8

1.0

3.1

0.8

2.4

1.5

3.3

平成
６年

2.6

1.0

11.3

1.5

2.5

3.8

5.1

平成
26年

8.4

1.0

2.9

0.8

2.2

1.4

2.8

＜生産農業所得＞

＜農業総産出額＞
（兆円）

0

2

2

4

4

6

6

8

10

12

農業総産出額及び生産農業所得の推移

営農類型別の時間あたりの所得

畜産
（酪農）

果樹作

露地野菜作

3,007円 /h
（うち補助金等297円 /h）

848円 /h
（うち補助金等51円 /h）

877円 /h
（うち補助金等99円 /h）

水田作
※水田で、米・麦・
大豆等を作付け

881円 /h
（うち補助金等613円 /h）

（出所）農林水産省

日
本
の
稲
作
農
政
の
現
状
（
財
務
省
か
ら
の
視
点
）

　
財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
分
科
会
で
、
毎
年
各
省
庁
の
予
算
に
つ
い
て
、
担
当
財
務
省
の
主
計
官
が
各
省
庁
の

資
料
を
分
析
し
、
審
議
会
委
員
（
大
学
教
授
等
の
民
間
委
員
）
に
対
し
て
解
説
し
、
予
算
の
妥
当
性
、
問
題
点
等
を

討
議
し
て
い
ま
す
。
農
水
省
に
関
す
る
分
科
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
と
議
事
録
を
見
ま
す
と
、
資
料
、
解
説
、
討
議

内
容
（
議
事
録
）
と
も
毎
回
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
財
務
省
か
ら
見
た
稲
作
農
政
の
現
状
と
課
題

等
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。
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第
一
加
工
セ
ン
タ
ー
外
観

本
社
・
炊
飯
セ
ン
タ
ー
・

第
一
精
米
セ
ン
タ
ー
外
観

従
業
員
の
皆
さ
ん

北
九
炊
飯
社
屋

　

弊
社
は
、（
株
）
米
福

を
中
核
と
し
た
５
グ
ル

ー
プ
企
業
に
よ
る
米
穀
・

米
飯
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

を
主
体
に
山
梨
県
内
を

メ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

し
て
事
業
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
昭
和
26
年

に
米
穀
販
売
業
と
し
て

創
業
し
、
地
元
量
販
店

や
業
務
用
へ
の
精
米
卸

を
拡
大
、
平
成
15
年
に

炊
飯
事
業
へ
新
規
参
入

い
た
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
山
梨
県
笛
吹
市
を

拠
点
に
、
２
精
米
工
場
、

１
炊
飯
工
場
、
２
米
飯

加
工
工
場
、
１
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
工
場
の
６
事
業

所
に
て
３
６
５
日
24
時

間
、
総
勢
２
５
０
名
体

〒406-0034　山梨県笛吹市石和町唐柏996　代表取締役社長： 五味礼治
電話：055－269－6888　創業開始：昭和26年9月

̶みなさんこんにちは̶

株式会社米福

制
に
て
業
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
米
飯
工

場
で
は
、
よ
り
「
食
の
安

全
安
心
」
を
目
指
し
、
炊

飯
協
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

米
飯
事
業
は
、
本
社
内

に
あ
る
炊
飯
工
場
の
他
、

隣
接
地
に
米
飯
加
工
類

（
お
む
す
び
・
巻
き
寿
司
・

弁
当
類
）
な
ど
を
製
造
す

る
第
一
加
工
セ
ン
タ
ー
、

い
な
り
寿
司
・
納
豆
巻
き

を
専
属
に
製
造
す
る
第
二

加
工
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設

体
制
に
て
山
梨
県
内
の
需

要
者
を
メ
イ
ン
に
供
給
し

て
お
り
ま
す
。

　

炊
飯
工
場
の
特
徴
と
し

て
は
、
白
飯
米
専
用
ラ
イ

ン
（
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
連
続
炊
飯

機
40
釜
）
と
酢
飯
米
専
用

ラ
イ
ン
（
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
連
続

炊
飯
機
30
釜
）
の
ダ
ブ
ル

炊
飯
ラ
イ
ン
に
す
る
こ
と

で
、
白
飯
・
酢
飯
の
切
替

作
業
を
無
く
し
、
出
荷
時

間
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

を
短
縮
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
事
業
は
、

主
に
複
数
の
葬
祭
事
業
者

と
契
約
し
、
葬
儀
の
際
の

料
理
・
飲
食
物
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

寺
院
で
の
法
要
、
そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
等
、
地
域
の
様
々

な
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
及
び
弁

当
類
需
要
へ
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
専
用
工
場
に
は
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

〒807-0831 福岡県北九州市八幡西区則松５丁目３－３　代表取締役： 江頭史男
電話： ０９３－９８０－５８５５　創業開始： 平成３年３月

営業品目： 酢飯・白飯・シャリ玉・巻寿司・稲荷・かしわおにぎり
従業員 ６６人（うちパート４5人）　年商 ６億円

̶みなさんこんにちは̶

北九炊飯株式会社

　

弊
社
は
、
平
成
３
年
よ

り
地
元
福
岡
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
仕
出
し
店

等
を
中
心
に
酢
飯
を
主
商

品
と
し
て
営
業
し
て
参
り

ま
し
た
炊
飯
工
場
で
す
。

　

長
年
『
米
・
水
・
火
・
技
』

を
１
釜
毎
に
妥
協
を
許
さ

ず
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、『
自

分
の
子
供
や
家
族
に
も
食

べ
て
も
ら
い
た
い
美
味
し

い
食
品
作
り
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
お
客
様
や
自
分
の

家
族
を
笑
顔
に
す
る
食
品

工
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
、「
食

の
安
全
安
心
」
と
「
安
定

し
た
品
質
の
ご
飯
の
提
供
」

を
目
指
し
、
本
社
工
場
を

新
社
屋
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

食
の
安
全
安
心
に
対
し

て
は
、
長
年
培
っ
た
技
を

継
承
し
つ
つ
、
炊
飯
協
会
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
安
全

安
心
な
食
品
を
製
造
で
き

る
環
境
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　

炊
飯
ラ
イ
ン
は
特
許
技

術
が
組
み
込
ま
れ
た
サ
タ

ケ
の
加
圧
式
Ｉ
Ｈ
炊
飯
を

導
入
し
、
粘
り
の
あ
る
ご

飯
が
炊
け
る
よ
う
に
な
り
、

安
定
し
た
品
質
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
元
農
家
さ
ん

と
契
約
を
し
『
寿
司
専
用

品
種
米
の
生
産
』
や
『
九
州

の
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
使
用
』
す
る
等
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
農
家
さ
ん

や
協
力
企
業
の
お
力
添
え

を
賜
り
、
炊
飯
協
会
の
ご
指

導
の
も
と
『
安
心
安
全
で
美

味
し
い
食
品
と
笑
顔
』
を
、

ご
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

斡旋物資一覧表

べ
く
和
洋
中
の
そ
れ

ぞ
れ
の
調
理
師
を
配

置
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
新
規
事
業

と
し
て
、
本
年
５
月

に
地
元
で
人
気
の
懐

石
料
理
店
と
協
働
し

た
「
お
む
す
び
店
」

を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
に
出
店
し
ま
し

た
。「
和
職
人
が
創
る

お
む
す
び
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
約
20
種
類
を

店
内
で
作
り
、
出
来

た
て
の
美
味
し
さ
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

米
穀
事
業
は
、
精

米
・
無
洗
米
の
量
販

店
（
小
売
販
売
製
品
）

や
業
務
用
（
病
院
・
ホ

テ
ル
・
飲
食
店
等
）
へ

の
卸
販
売
を
主
軸
に

し
て
お
り
、
特
に
山
梨

県
産
米
（
梨
北
米
）
の

取
扱
で
は
、
県
内
Ｎ
Ｏ

１
の
シ
ェ
ア
で
す
。
ま

た
、
農
産
物
登
録
検

査
機
関
と
し
て
も
地

元
米
の
集
荷
や
検
査
、

ま
た
自
社
で
も
県
内

約
１
０
０
軒
の
農
家

と
契
約
栽
培
を
行
う

な
ど
地
元
産
米
の
更

な
る
活
性
化
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
弊
社

は
、『
お
米
』
を
軸
に

し
た
食
品
会
社
と
し

て
、
今
後
も
地
元
山

梨
の
食
文
化
向
上
と

米
需
要
拡
大
を
目
指

し
、
３
６
５
日
休
む

こ
と
な
く
事
業
展
開

し
て
参
り
ま
す
。


